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東海道静岡以東０５：本市場町ー吉原ー河合橋ー沼田新田
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吉原宿 蒲原宿より2里30町
本陣2、脇本陣3、旅籠60．町並み東西12町10間
古くは葭の生えた原であったことから葭原、縁起のよい
吉原にしたという。最初宿はJR吉原駅辺り（今井、鈴川）
辺りにあったが寛永16年(1639)の津波で壊滅的被害で
依田原（中吉原）に移転。しかし、延宝8年（1680)の津波
で被害に遭ったので現在の吉原本町に移転した。

（天和2年(1682))
近年、豊富な水と、富士山麓に自生するミツマタを栽培
してこれを原料とする製紙工場が盛んになった。

平家越の碑 （源平富士川合戦の跡碑）
平安の頃、富士川は乱流しておりこの辺りは川の東側、
富士沼と呼ばれた沼沢地であった。治承4年（1180)
源頼朝軍と平維盛軍が河を挟んで対峙し、早朝､平家軍
は､水鳥の羽音を敵軍と間違えて、驚き退散、敗走した。

この辺り江戸からくると左側に富士山が
見えることから、名勝左富士として知られる。
広重の”吉原”には松並木の街道に三宝荒神と
富士が描かれている。

ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ

木之元神社

毘沙門天妙法寺

原から吉原の海岸は有名な”田子の浦”

万葉集 山部赤人

”たごのうらゆ うちいでてみれば
ましろにぞ ふじのたかねに ゆきはふりける”

沼田平四郎翁碑
浮島沼の干拓はこの地の人々の念願。
原宿の平四郎は大排水路計画、明治2年
(1869)完成させるがその年高波で破壊
される。

その後昭和になって放水路が造られた。

本尊は海岸に漂着した
という毘沙門天。

渡渉であったが三度飛脚が
官に願い出て橋がつくられる

最初の宿場

移転した宿場
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長さ505m幅７ｍの堀削。ｽｲﾎｼとよばれた。

源立寺
北条氏政の首塚の伝えの

ある墓石がある

常
夜
灯 庚

申
堂

えんま堂

元吉原宿

中吉原宿

この辺りに一里塚が
あったという。
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旅籠鯛屋 脇本陣銭屋（南岳堂） 本陣四ツ目屋（木村玩具店）
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